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登録リスト（該当：9件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))]	飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))	飯島保作は、文久３年（１８６３）に飯島家の長男として横町に生まれました。明治６年（１８７３）上田街学校に入学し、明治１０年（１８７７）に上等小学校全科を卒業しました。上田街学校の教員補助の職は、天皇の御巡幸が終わった後退職し、家業（質屋）に従事しました。
　自らが作成した年賦には「家業のかたわら独学」とあります。向学心旺盛な青年で、この向学心が実業家飯島保作を生み、このころから雑誌に狂歌、川柳等々の投稿を始め、後の上田地方の庶民文学のリーダーとしての文学上の資質を開花させたのです。
　保作は、上田商工会議所会頭、第十九銀行の頭取を歴任して生涯を閉じた上田を代表する傑出けっしゅつした実業家でした。明治１５年（１８８２）１０月、上田郵便局に採用され、最初の職業の第一歩を踏み出し、	2023-02-01
	2	[image: 明治二十四年上田全図]	明治二十四年上田全図	この図面は、上田の町を印刷により表わした初期の地図だ。実測図ではないため、縮尺や距離感は不正確である。地図の周囲にとは、明治維新後の近代化した上田の姿を、建築物を中心に表している。「上田尋常小学校」「高等小学校（旧藩主屋敷）」、「上田女学校」、「上田停車場」、「第十九国立銀行」、「上田橋」などが見られる。図面の中央の上田城本丸には「松平神社」がある。また、本丸には櫓が2基残っていたことがわかる。二の丸は「監獄」となっている。また、大手門の堀が残存していた。明治21年に鉄道の駅「上田停車場」（現在の上田駅の前身）が営業を開始するとともに、駅と「海野町」「原町」をつなぐ「松尾町」も開通した。	2021-11-14
	3	[image: 上田と生糸貿易-4 ~上田の生糸と世界~]	上田と生糸貿易-4 ~上田の生糸と世界~	これまでの内容をまとめる。上田は、日本初の生糸貿易を生み出したといえ、生糸貿易は、日本の発展に多大な貢献をした。それに伴い、上田の蚕糸業はますます発展し、第十九国立銀行の設立などといった金融面の発達にもつながった。そして、明治、大正にわたり、日本の生糸生産の3割を占め、「蚕糸王国」と呼ばれる長野県の発展を下支えした。

画像は「常田館製糸場の歴史」より
URL:http://www.kasahara.co.jp/kasahara/tokidakan/history.html	2020-07-15
	4	[image: 自分の「上田探検１」計画]	自分の「上田探検１」計画	上田の製糸業を金融面で支えた第十九国立銀行について調べることを目的とする。それが終わり、時間に余裕があれば製糸業関係で上田と世界とのつながりに関わる調査を行う。	2020-06-23
	5	[image: 第十九国立銀行について-5　（八十二銀行）]	第十九国立銀行について-5　（八十二銀行）	八十二銀行上田支店。これまで、上田は生糸業の発展によって栄えたが、第一次世界大戦後に続いた慢性不況と1929（昭和4）年の世界恐慌により生糸価格が崩壊するなど、その繁栄にも暗い影が忍び寄ってきた。このような不況により、当時、県内の最大銀行であった信濃銀行の倒産などが発生し、長野県は「全国一の不況県」と言われるまでになった。このような中、1931(昭和6）年、第十九、六十三銀行が合併し、それぞれの行名の数字を足した呼称である「八十二銀行」が誕生した。	2020-06-23
	6	[image: 第十九国立銀行について-4]	第十九国立銀行について-4	黒沢鷹次郎の碑。黒沢鷹次郎の業績を称え建立された。	2020-06-22
	7	[image: 第十九国立銀行について-3]	第十九国立銀行について-3	黒澤鷹次郎像。黒沢 鷹次郎（嘉永2年（1850年） - 大正8年（1919年）1月27日）は、明治-大正期の銀行家で、明治10年（1877年）に第十九国立銀行の設立に参加した。黒沢鷹次郎は当時の常識を破り動産（原料繭）担保の融資で製糸業者を支援し、また、債権の保全と繭の品質向上のため、明治42年（1909年）1月、自ら諏訪倉庫建設に着手するなど、製糸業発展に貢献した。第1次世界大戦の後、不況に見舞われた岡谷の製糸業界は黒沢の金融政策によって救われ、更なる躍進を遂げた。	2020-06-22
	8	[image: 第十九国立銀行について-2]	第十九国立銀行について-2	八十二銀行上田支店（旧：第十九国立銀行）。国立銀行の説明は「第十九国立銀行について-1」を参照	2020-06-22
	9	[image: 第十九国立銀行について-１]	第十九国立銀行について-１	第十九国立銀行跡（現在の八十二銀行上田支店）を示す説明文。第十九国立銀行は、1877年（明治10年）、長野県の佐久地方の豪商であった黒沢鷹次郎らを中心に設立され、養蚕、生糸事業を中心に事業を拡大した。明治から昭和の初めに至るまで、長野県はわが国の生糸生産量の約３割を占め、外貨獲得に多大に貢献するが、第十九国立銀行は、金融面において生糸商人を支え続けた。	2020-06-16
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